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●ＪＡ食農教育の一層の推進

●県域・地域を超えたＪＡ間連携・ネットワーク化の促進

．国産農畜産物の消費による自給率拡大への国民理解

　

促進

●過疎化する農村の地域再生・振興として取り組む地域

　

・社会貢献
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●行政・法人・教育機関・ＮＰＯ等と連携して取り組む新た

　

な協同

●景観・環境保全、伝統・食文化の継承

●国民運動である観光立国推進への連携

．職員教育の場としての有効な活用

ＪＡ都市農村交流
全国協議会
入会案内

【ＪＡ都市農村交流全国協議会１

ＪＡ都市農村交流
全国協議会事務局

ＪＡ全国機関

県中央会・
連合会・本部
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都市住民
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興味があり、是非訪れたい

　　　

興味があり、機会があれば訪れたし、

　　

興味があるが、訪れるつもりはない

　　

興味はなし、（単位％）

現在農村漁村地域に住んでいる・あるいは長期滞在していろ

　　　

り卿
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頻繁に（年１～３回程度）・何かしらの活動目的をもって農村漁村地域を訪れてし、る

　　　　

凱
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」雑 － － 一 望 型

ときどき（年４～５回以上）・何かしらの活動目的をもつて農村漁村地域を訪れてし、る
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旅行や出張等のっぃでや途中に・農村漁村地域を訪れた（立ち寄った）ことがぁる ÷ 豊 ］
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かつては農村漁村地域を訪れ に とがあるが、最近は訪れていない 三 ヨ

　　　　

繊 三 豊 過 ち 臥リ ・１

　　

これまで農村漁村地域を訪れたり住んだりしたことはない ヨ ー 一ｉ航－ － 一 助〆１
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１００
資料：国土交通省「都市農山漁村連携父流柁進調査」（２００８年３月公表）
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Ｉ
Ｃ主）インターネッ 調査会社に登録しこし、為東京２３区および全匡の政令指定都市－こ．居住する男女のモニターを対象として実施したノノンケ－－ト調査（回答総数２万）

都市住民は、これまでの農山漁村地域への訪問頻度が多いほど、今後の興味や訪問意向も高い傾向があります。
一方、「最近は訪れていない」人の６割超、「これまで訪れたことはない」人の４割弱も「興味があり、訪れたい」との

意向を持っており、都市住民の全体的な農山漁村地域への訪問ニーズは高まってきてし、るとし、えます。

　

農村のメリット

　

●農外所得の拡大

　

●新たな雇用機会の創出

　

・休耕地・廃屋の活用

　

●地域観光の活性化

　

●新たな農業・観光創出

　

・高齢者のし、きがし、の提供

　

都市のメリット

　

●都市農業への理解促進

　

・准組合員の拡大

　

．地域へのＪＡ理解促進

　

●ＪＡ事業利用者の拡大

　

●ＪＡ旅行事業の拡大

　

●ＪＡ健康寿命１００歳ブ□ジェクトヘの活用

　

…

．ゑ久ＪＡ全中
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・ＪＡ都市農村交；奇甘ｒ綜ｍ肺△

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｕ′－１１２ 二Ａ

　　　　

都市農村交流事務実務担当者を対象とする総合的な基礎研修

　　

●ＪＡ都市農村交流インストラクター養成研修会

　　　　

農家・組合員等とともに現場を担当するＪＡ職員等を対象とする実務研修

　　

●ＪＡ都市農村交流コーディネータ

　

養成研修会

　　　　

企画・調整を担当する担当ＪＡ職員等を対象とする実務研修

　　

●先進取組みＪＡ視察研修会

　　　　

先進的な取組みを行うＪＡ等への訪問による視察・研修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（上 記 はすべ て会 員料 金で の 参 加 をご案 内）
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●ＪＡ都市農村交流情報・意見交換集会

　　

都市農村交流、食農教育を担当するＪＡ職員等のノウハウ共有の集会

　　

●ＪＡ食農教育推進セミナー

　　

食農教育をテーマとした都市農村交流等の事例を紹介するセミナー

　　

１‘ｒＪ．三愛声｛…：：：

　　

●ホームページによる会員専門情報、事例・マニュアル・データ等の提供

　　

．事例集・マニュアル等の作成、提供

　　　

＊実績＝都市農村交流実践要領集、農業体験農園事例集等

　　

　　　　　　　　

　　

●都市部ＪＡと農村部ＪＡ、送出すＪＡと受入れるＪＡの実践に資する調査・研究

　　

・「ＪＡ交流事業」化へのＪＡの体制、制度・規制、及び全国機関の支援体制等に関する

　　

調査・研究
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●事業化に向けた計画策定、体制整備等への支援とアドバイザー等の派遣

　　

●組合員等を中心とした講習会・勉強会等への講師の派遣

　

第２５回ＪＡ全国大会において決議した「「くらしの活動」の推進によ
る新たな協同の創造」の具体策の一環として「ＪＡ都市農村交流全国協
議会」を設立しました。

　

「食と農」を機軸とした都市と農村の交流は、農村部では地域の経済
的な活性化、都市部では日本の農業や国産農畜産物への理解促進、次
世代を担う子どもたちへは「生きる力」を育む、高齢者へは「生きがい」づ
くりへの重要な取り組みです。

　

ＪＡグループが進めてきた都市農村交流、食農教育、あるいは地産地
消等の活動や運動を継続するためには、地域や県域を超えたすべての
人たちを対象とするＪＡの「交流事業」へと発展させる必要があります。

　

そのためＪＡ都市農村交流全国協議会は、会員のスキル向上、ノウハウ・
情報の共有、および会員相互のネットワーク強化等を図ります。

　

この目的をＪＡグループとして達成するため、ぜひとも本協議会への
加入をお願いします。

．・ヨ国・１ｌｉ縄ー 【会員１

農業協同組合およびその関連会社、都道府県農業協同組合中央会・連合会・本部、
ＪＡグループ全国機関およびその関連会社

【賛助会員】
協議会が認める団体・法人・企業・学校教育機関等

－謡摘ーニー－ 【会員１
農業協同組合およびその関連会社、都道府県農業協同組合中央会・連合会・本部… …・・年額２万円
ＪＡグループ全国機関およびその関連会社… … ……… ……… …… …… …・年額５万円

【賛助会員】… … … … … … … … … … …年額５万円（ただし、学校教育機関は無料）

－－・ー匝託玉耐－－

　

ご連絡し、ただければ所定の入会申込書類を送付致します。

ー－劃商瞳＝ーｉー覇ー－

　

全国農業協同組合中央会（ＪＡ全中） くらしの活動推進部

　　　　　　　

〒１００‐６８３７

　

東京都千代田区大手町１丁目３番１号（ＪＡビル３６階）

　　　　　　　

Ｅ－ｍａｉ１ｋｕｒａｓｈｉ．ｓ＠ｚｅｎｃｈｕ‐ｉａ．ｏｒ．ｉｐ

　　

ＴＥＬ＝０３‐６６６５‐６２４０（ｆｔ）

　　

ＦＡＸ：０３‐３２Ｔ７‐５０７３

１ー宏霊詞，Ｆ．一－－

　

ホームページ ｈｔｔｐ：／／ｊａ－ｋｏｒｙｕ，ｏｒｇ／ａｂｏｕｔ／ａｒｔｉｃーｅｓ，ｈｔｍーをご覧ください。


